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さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
用
具
が
あ
り
ま
す
。
杖
や
歩
行
器
、

車
椅
子
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
補
装
具
と
呼
ば
れ
る
義
手
や

義
肢
は
も
ち
ろ
ん
、
手
す
り
も
福
祉
用
具
で
す
。
そ
れ
は

高
齢
者
か
ら
、
障
害
を
抱
え
る
人
、
傷
病
か
ら
回
復
め
ざ

し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
励
む
人
ま
で
、
そ
の
生
活

を
補
う
大
切
な
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
や
、「
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
が
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
め
ざ

す
」
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
普
及
し
て
き

ま
し
た
。「
福
祉
用
具
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
意
味
も
、

よ
り
幅
広
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
用
具
は
、
金
属
や
樹
脂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で

製
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
質
材
料
も
そ
の
一
つ
で
す
。

で
は
、
福
祉
用
具
に
求
め
ら
れ
る
木
質
材
料
の
良
さ
や
、

必
要
と
さ
れ
る
性
能
は
何
か
。
そ
れ
を
探
る
研
究
が
あ
り

ま
す
。（
独
）森
林
総
合
研
究
所
の
木
材
改
質
研
究
領
域
長

の
松
井
宏
昭
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

─
「
福
祉
用
具
」
と
は
？

福
祉
用
具
産
業
の
転
機

　
　
　
　
　
　

　

前
か
ら
福
祉
機
器
と
か
、
介
助
具
、
介
護
具
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
呼
ば
れ
方
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
法
律
上
の
定
義

が
あ
り
ま
す
。「
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
5
年
制
定
）
で
「
心
身
の
機

能
が
低
下
し
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
老
人
、

ま
た
は
心
身
障
害
者
の
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め

の
用
具
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
機
能
訓
練
の
た
め
の
用
具
並

び
補
装
具
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
も
っ
と

広
義
に
解
釈
し
て
高
齢
者
や
障
害
を
抱
え
る
人
や
そ
の
家

族
が
日
常
生
活
を
快
適
に
暮
ら
す
た
め
の
用
具
、
と
理
解

し
て
い
い
。
そ
う
考
え
る
と
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
も
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
属
す
も
の
も
そ
の
範
疇
に
入

り
、
福
祉
用
具
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
広
く
な
り
ま
す
。
使
い

勝
手
の
い
い
、
工
夫
さ
れ
た
用
具
と
言
い
換
え
て
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
図
─
１
）

　

福
祉
用
具
の
開
発
は
、
国
の
福
祉
行
政
の
転
換
に
と
も

な
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
最
大
の
転
機
は

2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護

保
険
制
度
で
す
。
続
い
て
、
2
0
0
3
年
に
は
障
害
者
に

対
す
る
支
援
費
制
度（
後
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
移
行
）

二人に一人が高齢や障害と向き合う時代

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
福
祉
用
具
産
業
は
、

福
祉
用
具
の
価
格
が
公
的
な
給
付
制
度
の
中
で
決
ま
っ
て

い
た
の
で
価
格
や
機
種
も
限
定
さ
れ
が
ち
で
、
競
争
も
少

な
く
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
も
反
映
さ
れ
に
く
い
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。「
支
給
制
度
」
で
あ
っ
た
た
め
ユ
ー
ザ
ー
が

選
べ
な
い
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た
。
新
た
に
導
入
さ
れ

た
介
護
保
険
制
度
で
は
福
祉
用
具
も
利
用
の
対
象
と
な

り
、
在
宅
用
介
護
ベ
ッ
ド
、
ベ
ッ
ド
周
辺
機
器
、
車
椅
子
、

リ
フ
ト
な
ど
が
レ
ン
タ
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
選
択
肢
も
広
が
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
も
直

接
反
映
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
も
差

別
化
を
意
識
し
て
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
対
象
（
第
1
号
被
保
険
者
）
と
な
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
り
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
に
は
過
去
最
高
の

2
9
7
5
万
人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）

は
23
・
3
％
と
な
り
ま
し
た
。（
図
─
２
）

　

2
0
5
0
年
に
高
齢
化
率
は
32
・
3
％
に
達
し
、
国
民

の
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
社
会
が
来

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
人
口
の
約
５
％
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
障

害
の
定
義
が
異
な
る
欧
米
で
は
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
も
っ

と
広
く
、
例
え
ば
内
蔵
疾
患
で
も
治
癒
の
見
込
み
の
立
た

な
い
人
、
出
産
前
の
お
母
さ
ん
、
言
葉
の
通
じ
な
い
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
の
人
な
ど
も
障
害
者
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
活
に
支
援
を
要
す
る
人
、
こ
れ
に
当
事

者
の
家
族
を
加
え
る
と
、
国
民
の
過
半
数
以
上
の
人
が
、

高
齢
や
障
害
と
向
き
合
う
日
々
を
お
く
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
二
人
に
一
人
は
何
ら
か
の
福
祉
用
具
の
対
象

者
で
あ
り
、
残
る
他
の
人
は
子
供
を
除
い
て
介
護
す
る
立

場
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
皆
が
関
わ
っ
て
く
る
世

界
で
す
。

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
、
障
害
者
の
社
会

参
加
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
、
こ
う
し
た
問
題

へ
の
社
会
的
な
認
識
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
背
景
と
な
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
拡
大
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
一
人
当
た
り
の
福
祉
用
具
の
消
費
量
や
支
出
額
も

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
福
祉
用
具
の
市
場

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
対
象
と
す
る
人
に
よ
っ
て

ニ
ー
ズ
が
様
々
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
福
祉
用
具
ご
と
に
需

給
構
造
が
急
速
に
変
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。（
図
─
３
）

　

福
祉
用
具
産
業
の
市
場
は
1
兆
1
1
8
4
億
円

（
2
0
0
9
年
）
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

「
木
の
文
化
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

福
祉
用
具
に
活
か
す

　
　
　
　
　
　

　

福
祉
用
具
は
人
が
使
う
道
具
で
す
。
使
う
人
に
も
介
助

す
る
人
に
も
、
な
ご
み
や
豊
か
さ
と
い
う
要
素
は
製
品
開

発
に
あ
た
っ
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
福
祉
用
具
の
材
料
と
し

て
、
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
で
は
な
く
木
材
を
使
い

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
、
こ
の
市
場
の
家
具
・
建
物

（
7
3
6
億
円
）、
移
動
機
器
（
9
5
3
0
億
円
）
等
の
領

域
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
生
活
を
補
う
用
具
と

な
れ
ば
、
直
接
手
で
触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
機
械
的

物
性
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

木
製
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
好
例
が
手
す
り
で
す
。
公
共

施
設
の
手
す
り
は
別
と
し
て
、
家
庭
で
は
ほ
と
ん
ど
木
製

の
手
す
り
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。〝
人
の
心
に
な
ご
み
を

与
え
る
木
材
の
特
性
＂
を
生
か
し
た
木
材
の
新
た
な
利
用

展
開
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
家
族
と
一
緒
に
過
ご

す
住
・
生
活
空
間
や
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
全
て
の
用

具
・
機
器
に
、
も
っ
と
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

家
具
や
建
物
、
什
器
、
玩
具
、
履
物
な
ど
、
わ
が
国
で

は
も
っ
ぱ
ら
木
材
が
使
わ
れ
、
利
便
性
だ
け
で
な
く
芸
術

的
文
化
的
要
素
も
併
せ
て
「
木
の
文
化
」
と
し
て
語
ら
れ

木
材
を
使
っ
て
拡
が
る
福
祉
用
具
の
世
界

福
祉
用
具
か
ら
見
る
、

木
材
用
途
の
新
た
な
可
能
性

特
集

森
林
総
合
研
究
所
　
木
材
改
質
研
究
領
域
長
　
松
井
宏
昭
氏
に
聞
く

図─１　福祉機器、バリアフリー商品、共用品の関係

図─２　日本における高齢化率の推移

図─３　高齢化に係る身体的機能の低下　

年をとると
■色彩感覚が変化したり、
■暗いところではものがよく見えなくなったり、
■歩く歩幅が狭く爪先が上がりにくかったり、
■骨がもろくなって転倒するとすぐに骨折したり、
■また生理面では排泄の回数が多くなったり、
と病気以外にも身体機能の低下が著しく、日常生活を送る上で様々な
支障が生ずる。
さらに、身体機能の低下は回復することなく、個人差が大きいことも
高齢者の典型的な特徴である。

今後 福祉機器（狭義）
（例：車いす、ベッド、リフト）

健常者専用品
（例：液晶表示、
　　タッチパネル、
　　シートスイッチ）

共用品
（例：シャンプー容器、
　　晴盲共遊玩具、
　　プリペイドカード）

共用品（今後）
（例：点字付き家電、点字付き飲料容器）

福祉機器（広義）広義、バリアフリー商品
（高齢者や、障害者を対象に設計）

汎用品
（健常者を対象に設計）

木
材
を
使
っ
て
拡
が
る
福
祉
用
具
の
世
界

福
祉
用
具
か
ら
見
る
、

木
材
用
途
の
新
た
な
可
能
性



K I T O G O - H A N5 K I T O G O - H A N 4

て
き
た
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
木
の
ぬ
く
も
り
、
年
輪
や
木

目
の
美
し
さ
、
色
や
香
り
な
ど
、
直
接
人
間
が
触
れ
て
使

う
福
祉
用
具
だ
か
ら
こ
そ
、
木
の
良
さ
を
活
か
し
、
木
の

文
化
と
コ
ン
セ
プ
ト
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
木
材
使
用
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。（
図
─
４
）

た
か
が
手
す
り
、
さ
れ
ど
手
す
り

　
　
　
　
　
　

　

福
祉
用
具
は
対
象
者
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
は
様
々
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
開
発
に
あ
た
っ
て
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。
つ
ま
り
、
①
対
象
者
は
誰
か
？　

②
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
？　

③
ど
の
よ
う
な
用
具
か
？　

④
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
は
？　

と
い
っ
た
要
素
で
す
。
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
を
例
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。（
前
頁　

図
─

３
）

　

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
、
具
体
的
な
対
応
例
を

絵
に
し
て
み
た
イ
メ
ー
ジ
が
図
─
５
で
す
。
ど
の
イ
メ
ー

ジ
で
も
「
手
す
り
」
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

４
０
０
億
円
と
い
わ
れ
る
手
す
り
市
場
は
、
素
材
別
で

は
木
製
が
38
％
、
樹
脂
製
が
49
％
（
こ
の
う
ち
合
成
木
材

は
約
5
割
）、
金
属
製
が
13
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
─

６
）
こ
れ
ま
で
手
す
り
の
使
用
は
主
と
し
て
公
共
施
設
や

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
が
大
方
を
占
め
て
き
ま
し
た
。今
後
、

高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の
い
る
家
庭
の
生
活
の
安
全
・

快
適
化
が
推
進
さ
れ
て
い
く
中
で
、
家
庭
内
で
の
高
齢
者

の
移
動
機
能
を
補
う
手
す
り
の
設
置
は
不
可
欠
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
既
設
の
住
宅
に
後
付
け
す
る
手
す
り
の
開
発

は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
手
す
り
は
、
木
材
が
素

材
と
し
て
な
じ
み
や
す
い
福
祉
用
具
で
あ
り
、
真
に
安
全

で
信
頼
性
が
高
く
高
齢
者
に
や
さ
し
い
木
質
の
手
す
り

や
、
そ
の
接
合
方
法
の
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
現
状
で
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
手
す
り
や
、
新
た
に
開

発
す
る
と
き
に
問
題
と
な
る
の
は
、
性
能
・
規
格
面
の
Ｊ

Ｉ
Ｓ
が
未
整
備
の
た
め
、
各
社
独
自
の
社
内
基
準
や
Ｂ
Ｌ

（Better Living　

優
良
住
宅
部
品
認
定
制
度
）
に
よ
る

部
分
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。木
製
の
丸
棒
手
す
り
で
は
、

と
り
わ
け
横
手
す
り
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
位
置
合
わ
せ
が
難

し
か
っ
た
り
、
住
宅
内
の
石
膏
ボ
ー
ド
の
壁
、
土
壁
、
ふ

す
ま
、
障
子
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
異
な

る
た
め
、
補
強
板
を
を
つ
け
な
い
と
手
す
り
を
施
工
で
き

な
い
の
が
実
態
で
す
。
こ
の
た
め
、
施
工
現
場
や
利
用
者

か
ら
は
、
①
ど
ん
な
壁
に
も
、
②
簡
単
に
、
③
安
全
に
施

工
可
能
で
、
か
つ
④
性
能
面
で
高
齢
者
等
に
配
慮
し
た
手

す
り
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
自
閉
症
の
人
を
対
象
と
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環

境
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
閉
症
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
の
あ
る
人

も
、
学
校
を
卒
業
す
る
と
地
域
の
会
社
に
就
労
し
た
り
、

知
的
障
害
者
施
設
や
地
域
作
業
所
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。自
閉
症
者
の
中
に
は
仕
事
で
自
立
で
き
な
か
っ
た
り
、

職
場
で
不
適
切
な
行
動
を
と
っ
た
り
す
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
そ
の
原
因
は
「
問
題
行
動
」
と
言
わ
れ
、
自
閉

症
者
自
身
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
職

場
環
境
を
見
直
す
こ
と
で
、
多
く
の
問
題
が
解
決
す
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
誰
で
も
騒
々
し
い
人
混
み
の

な
か
で
集
中
し
て
仕
事
を
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
間
仕

切
り
）
の
活
用
で
す
。
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
な
ど

の
工
夫
を
す
る
と
、
本
人
の
混
乱
は
小
さ
く
、
仕
事
に
集

中
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
職
場
だ
け
で
な
く
自
閉
症
児
の

教
室
で
も
有
効
で
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
機
器
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
金
属
製
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
重
く
、
移
動
が
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
固
定
式
で
は
、
空
間
が
個
室
化
し
、
全
体
の
流
れ
が

必
要
な
と
き
に
は
対
応
し
に
く
い
。
仕
事
や
作
業
の
変
化

に
応
じ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
し
に
く
い
、
限
ら
れ
た
空
間

が
有
効
活
用
し
に
く
い
、
と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
す
。

　

木
製
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
ま
し
た
。（
図
─

７
）
木
製
は
軽
く
、
取
り
外
し
や
移
動
が
簡
単
で
あ
る
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
高
さ
は
最
大
1
8
0
㎝
、
高
さ

調
節
を
可
能
に
し
、
1
面
タ
イ
プ
と
3
面
タ
イ
プ
の
2
種

類
を
作
り
ま
し
た
。
3
面
タ
イ
プ
は
コ
の
字
型
に
観
音
開

き
に
し
た
り
、
ま
っ
す
ぐ
に
開
い
た
り
し
て
使
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。
こ
れ
を
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の
教
室
に

自閉症者のバリアフリーを考える─木製パーテーションの活用

心理面配慮大

身
体
面
適
応
性
大

・安全
・軽量
・バリアフリー
・IT

・親和性
・安心感
・自然

デザイン性
美しく

加工性
強度
表面化粧性

木材

金属

図─４　木製福祉用具開発の進め方

図─７　パーテーションの活用例

樹脂製
192.3億円
49％

木製
149.2億円
38％

金属製
51.4億円
13％

樹脂製
192.3億円
49％

木製
149.2億円
38％

金属製
51.4億円
13％

図─６　手すりの市場規模と
製品素材の比率（2001年度）

図─５　高齢者のニーズの対応例のイメージ

福祉用具メーカーの手すり紹介ポ
スター

①②　使う人が自分で出して、片付ける

③　1 面タイプを 150
センチの高さにして
使っている。120 セン
チでも高さは充分との
評価

④⑤　3 面タイプを「コの字」型に折りたたんで使用

⑥⑦　3 面タイプをまっすぐに開いて使用。その向こうとこちら側。向こ
う側では一つの部屋ができて、個別指導に使う

⑨　自閉症の生徒が自ら気づいた
使用法。気になる介助員の先生と
の間仕切り

⑧　3 面タイプで机を囲んで使う

基本的な考え方

簡易に取りはずしができ、移動可能なパーテーションを使用
■ワークスペース
１．�壁向きに作業できるスペースを作る（前方がすでにパーテーションと
なっている）。卓上パーテーション

２．�パニック対応や特に配慮が必要な人のため、１箇所程度、電話ボックスタ
イプのパーテーションの配置ができる場所を整備。高さは1800mm。

■休憩スペース
食事の場所とは区別して、本当にくつろげる場所を用意。狭くてもよい。
ソファとかマット。簡易パーテーションも用意し、必要に応じて個別の空
間を創出。
■事務スペース
職員室タイプの机の配置だけでなく、壁向きの配置も検討。卓上及びパー
テーションの配置で、空間の間仕切りを創出。

自閉症の人が、混乱なく見通しをもって就労でき、
生活や活動することを目的とする

➡自閉症等の人のバリアフリー

★視覚的な優位性を生かしつつ
★不快な環境を遮蔽する
★パニック等を鎮める

（カームダウンエリア）

パーテーション
　・部屋
　・間仕切り
　・衝立
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貸
与
し
て
、
活
用
状
況
を
み
て
み
ま
し
た
。
写
真
は
平
成

19
年
２
月
に
こ
の
教
室
を
訪
れ
た
と
き
に
い
た
だ
い
た
ス

ナ
ッ
プ
で
す
。（
図
７
・
写
真
①
〜
⑧
）

　

写
真
⑨
は
、
生
徒
が
自
発
的
に
自
分
の
机
と
介
助
員
の

先
生
と
の
間
に
１
面
タ
イ
プ
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
た
事
例
で
す
。
教
室
に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
貸
与
し
て

ま
も
な
く
の
こ
と
で
、
生
徒
は
お
節
介
な
介
助
員
の
先
生

の
視
線
を
遮
る
（
笑
）、
こ
の
妙
案
に
自
ら
気
が
つ
い
た

よ
う
で
す
。

木
製
福
祉
用
具
開
発
の
課
題

　
　
　
　
　
　

　

木
製
福
祉
用
具
を
扱
っ
て
い
る
代
表
的
な
事
業
者
を
対

象
に
、
木
材
使
用
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
主
要
な
メ
ー
カ
ー
宛
て
に
、
記
述
回
答
方
式
の

ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ー
ト
を
郵
送
し
、
５
社
か
ら
回
答
を
得
ま

し
た
。
質
問
項
目
は
、
木
製
福
祉
用
具
の
取
扱
量
、
使
用

さ
れ
て
い
る
樹
種
、
主
な
木
質
材
料
の
種
類
、
国
産
材
を

使
用
す
る
た
め
の
課
題
な
ど
で
す
。

　

福
祉
用
具
の
主
な
品
目
で
あ
る
義
肢
・
装
具
、
入
浴
関

連
、ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、杖
、車
椅
子
、福
祉
車
両
、ベ
ッ

ド
、
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
、
椅
子
（
座
面
高
等
に
配
慮
の

あ
る
も
の
）、
階
段
昇
降
機
、
段
差
解
消
機
、
手
す
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
木

製
の
福
祉
用
具
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
で
し

た
。
こ
の
う
ち
、
ベ
ッ
ド
と
手
す
り
は
木
材
の
使
用
率
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
使
わ
れ
て
い
る
樹
種
は
多

様
で
す
が
、一
部
ヒ
ノ
キ
の
使
用
報
告
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
ブ
ナ
、
カ
シ
、
ア
ッ
シ
ュ
、
な
ど
の
広
葉
樹

で
す
。

　

国
産
材
を
使
用
す
る
た
め
に
共
通
し
た
課
題
は
「
価
格

が
高
い
こ
と
」、「
色
の
ば
ら
つ
き
、
色
あ
わ
せ
が
難
し
い

こ
と
」、「
表
面
処
理
、
塗
装
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
」、

「
寸
法
変
化
が
大
き
い
こ
と
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
て
、
開
発
メ
ー
カ
ー
、
販
売

会
社
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
も

木
製
福
祉
用
具
開
発
の
課
題
が
み
え
て
き
ま
す
。

・�

木
製
製
品
は
、
洗
浄
や
消
毒
時
の
変
色
、
製
品
使
用
時

に
で
き
る
表
面
の
傷
つ
き
が
問
題
と
さ
れ
、
レ
ン
タ
ル

品
と
し
て
は
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

・�

福
祉
用
具
部
材
と
し
て
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
木

材
は
、
海
外
か
ら
安
定
量
が
確
保
し
や
す
い
ラ
バ
ー

ウ
ッ
ド
や
タ
モ
の
集
成
材
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
実
情

が
あ
る
。
こ
れ
は
国
産
材
の
安
定
供
給
に
よ
っ
て
対
応

は
可
能
で
あ
る
。

・�

福
祉
用
具
の
品
質
確
保
、
評
価
の
基
盤
整
備
を
図
る
た

め
に
は
福
祉
用
具
に
関
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
体
系
的
な
整
備

が
必
要
だ
が
、
福
祉
用
具
は
種
類
が
多
く
、
利
用
者
の

身
体
的
特
徴
に
応
じ
た
注
文
生
産
品
も
多
く
、
要
介
護

高
齢
者
や
障
害
者
の
身
体
状
況
も
様
々
な
の
で
、
標
準

化
の
た
め
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
心
身
機
能
の
デ
ー
タ

取
得
に
、
多
く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
で
、
規
格
化
や

標
準
化
の
作
業
が
進
ん
で
い
な
い
。

・�

過
去
の
木
製
福
祉
用
具
に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
対
応
の
経

験
な
ど
か
ら
、
メ
ー
カ
ー
や
レ
ン
タ
ル
業
者
が
木
材
の

強
度
や
変
色
に
対
し
て
過
度
の
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
中
に
は
、
木
材
に
関
す
る
正
し
い
知

識
や
加
工
技
術
、
さ
ら
に
は
木
材
の
安
定
供
給
が
あ
れ
ば

回
避
で
き
る
も
の
も
多
く
、
将
来
的
に
木
製
福
祉
用
具
の

信
頼
性
向
上
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
福
祉
用
具
に
木
材
を
使
用
す
る
事
例
は
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
強
度
や
加
工
性
が
優
れ
て
い
る

か
ら
木
材
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
木
質
感
を
武
器
と
し
て
心
理
面

に
訴
え
た
商
品
を
開
発
す
る
メ
ー
カ
ー
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
「
規
格
作
成
配
慮
指
針
」
の
制
定
に
よ
っ

て
木
材
が
福
祉
用
具
の
材
料
と
し
て
今
以
上
に
使
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
福
祉
用
具
・
生
活
支
援
用
具
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
）

が
推
計
し
た
2
0
0
9
年
度
福
祉
用
具
産
業
の
市
場
動
向

調
査
結
果
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し
て
得
ら

れ
た
木
材
使
用
率
を
木
質
製
品
（
期
待
）
率
と
し
て
算
出

し
た
額
を
、
木
製
福
祉
用
具
の
市
場
規
模
（
推
計
）
と
し

て
表
─
１
に
示
し
ま
し
た
。
木
製
福
祉
用
具
ま
た
は
一
部

に
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
福
祉
用
具
と
見
込
め
る
も
の

と
し
て
、
杖
、
ベ
ッ
ド
、
椅
子
、
手
す
り
等
に
つ
い
て
木

質
製
品
期
待
額
を
試
算
し
て
み
た
結
果
、
1
4
2
3
億
円

が
木
製
福
祉
用
具
の
潜
在
的
な
市
場
規
模
で
あ
る
と
言
え

る
よ
う
で
す
。

　

福
祉
用
具
の
部
材
と
し
て
木
材
に
求
め
ら
れ
る
性
能
基

準
は
、
強
度
な
ど
の
性
能
と
は
別
に
、
な
ご
み
や
豊
か
さ

を
表
現
す
る
木
質
感
や
美
粧
性
が
重
要
な
要
素
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
要
素
を
重
視
し

た
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
住
・
生
活
空
間
や
、
そ
こ
で

使
わ
れ
る
全
て
の
用
具
・
機
器
を
対
象
に
木
材
の
良
さ
を

活
か
し
た
材
料
や
部
材
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

松井宏昭氏のプロフィール

独立行政法人森林総合研究所木材改質研究領域長
京都大学博士（農学）
■略歴
昭和56年3月　京都大学農学部林産工学科卒業
昭和56年4月　農林水産省入省
平成 2年8月　森林総合研究所入所。化学加工研究
室長、表面改質チーム長、機能化研究室長を経て、
平成19年4月より現職。
■受賞
ボランティア・ハートフル賞
日本土壌肥料学雑誌論文賞
■現在の諸活動
日本福祉工学会評議員、日本木材学会評議員、生活
環境支援研究会代表、ウッド・アクセシブル・デザ
イン研究会代表、東京福祉大学非常勤講師、NPO法
人自閉症サポートセンター理事長、千葉県、柏市
等の福祉（健康）関係の各種委員
会の委員など

高さ調節のついたパーテーション
（森林総合研究所　松井先生の部屋で）

製品
家庭用治療器
義肢・装具
 義肢・装具
 かつら
 義歯
パーソナルケア関連
 おむつ
 入浴関連
 排泄関連（ポータブルトイレ等）
 その他
移動機器等
 杖・歩行器
 車椅子
 福祉車両
 その他（リフト）
家具・建物等
 ベッド
 ホームエレベーター
 椅子
 階段昇降機
 段差解消機
 手すり
 その他
コミュニケーション機器
 眼鏡
 補聴器
 その他
在宅介護関連分野
福祉施設用機器システム
社会参加支援機器
福祉用具（狭義）計

2001実績
 1,062
 2.334
 352
 1,110
 872
 2,427
 801
 208
 1,293
 125
 1,104
 56
 337
 684
 27
 864
 492
 124
 26
 52
 11
 93
 66
 3,135
 2,774
 252
 109
 482
 63
 427
 11,927

木製（期待）率

0.5

0.1
0.5

0.5
0.1

0.1

0.5
0.1
0.5
0.1
0.1
0.5
0.1

0.3

期待額

 176

 21
 647

 28
 34

 3

 246
 12
 13
 5
 1
 47
 7

 145

 1,383

注１：市場実績は狭義の福祉用具に限定し、共用品を除いた（経済産業省調べ）
注２：黄色で表示した福祉用具は、すでに木製品の使用が一般的にみられるもの。木製率は 50％とした。
注３：その他に今後、木製品の利用を期待したい用具は、試算の対象とした。木製率は期待値。

（億円）
表─１　木製が期待できる福祉用具（2001市場実績から試算）

2012 年版の福祉機器ガイドブッ
ク。個々の需要に応じた福祉機
器の多様な世界が伺える

「木の良さ」を活かした福祉用具への期待と可能性

卓上タイプで 3 面鏡タイプの「どこでもパーテーション」。Ｔ
君のお母さんは、いつもは食事中の様子を見るとついつい口
が出てしまいトラブルの原因となっていた。しかし、どこでも
パーテーションのおかげでお母さんもＴ君が見えにくいので、
Ｔ君もお母さんも安心して食事が出来るようになった。好物
のチャーハンを嫌いな紅ショウガを残してきれいに平らげた

卓上タイプのパテーショ
ンの使用イメージ
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第
４
回
「
木
と
合
板
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
２
０
１
２
年
9

月
30
日
締
切
）
に
、
昨
年
を
上
回
る
２
８
４
点
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
も
4
回
目
を
迎
え
、
応
募
者
は

全
国
に
、
撮
影
場
所
も
海
外
ま
で
、
被
写
体
も
さ
ら
に
一
層
拡

が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い

た
全
て
の
作
品
は
、
新
木
場
タ
ワ
ー
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
1
カ

月
間
（
10
月
18
日
〜
11
月
17
日
）
展
示
さ
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

訪
れ
た
一
般
の
方
々
か
ら
の
投
票
、
そ
し
て
プ
ロ
巨
樹
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
写
真
家
吉
田
繁
氏
を
特
別
審
査
員
に
お

招
き
し
て
審
査
会
を
経
て
、
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
午
後
2
時
か
ら
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

─
今
回
の
募
集
部
門
と
作
品
テ
ー
マ

─

【
一般
の
部
】
◎
「
木
」
や
「
合
板
」
を
、「
い
や
し
」「
人
生
」「
冒

険
」
の
い
ず
れ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
捉
え
て
表
現
す
る
。

【
建
材
の
部
】
◎
公
共
建
築
物
や
住
宅
、
橋
や
門
な
ど
の
構
造
物

に
使
わ
れ
て
い
る
「
木
」
や
「
合
板
」
を
表
現
す
る
。

【
フ
ォ
ト
５・７・５
の
部
】
◎
「
木
」
や
「
合
板
」
を
テ
ー
マ
に

撮
影
し
た
写
真
に
、
川
柳
と
セ
ッ
ト
で
表
現
す
る
。

休日は撮影スポットを求めて散策する
のが趣味という、【一般の部】佳作
入賞の鈴木雄一郎さん

【フォト5・7・5】最優秀賞の古口
公司さん。昨年は【一般の部】佳
作入賞

【一般の部】最優秀賞の多和裕二さ
ん

表彰式を終えて。話題は受賞の感想から、撮影時の苦
心までいろいろ。

今回は応募者が広域に及んだことから、式に参加できた方は前回よりも少なくなりました。

タイトル 氏名（敬称略）

最優秀賞 なかよし 宮沢千春

優秀賞 いつもの散歩道 平田晃一

佳作 古式ゆかしく 平野昌子

佳作 スタンド バイ ミー 鈴木雄一朗

佳作 楽しい遊具 能登正俊

佳作 小さな「かくれんぼ」 橋本春雄

佳作 僕の大好きな縁側④ 本屋敷恵美子

最優秀賞 かくれんぼ 多和裕二
優秀賞 霧中作業 大西宏徳
佳作 暖かな光 入江和
佳作 楽しい渡り初め 伊藤良一
佳作 冬の影 松山進
佳作 母校 加藤謹一
佳作 モニュメントとスカイツリー 武藤敏美

最優秀賞 間伐材 古口公司
優秀賞 老舗の店先 太田誠二
佳作 新一年生を待つ 河内聡
佳作 22歳の春 藤森保男
佳作 日影のアート 高橋一吉
佳作 虫の芸術 野村昌弘
佳作 盲導犬の見る夢 小田中準一

理事長特別賞 癒し系 小林功
館長特別賞 皆で冒険 永木宏

特別審査員賞 ああ～いい湯(木)だなぁ～ 椿原元

一
般
の
部

建
材
の
部

５・７・５
の
部

特
別
賞

＊理事長特別合板賞につきましては、選考により理事長特別賞となりました。

「第４回 木と合板 写真コンテスト」選考結果

◉
最
優
秀
賞

『
な
か
よ
し
』 　

宮
沢
千
春 （
長
野
県
）

講評／狭い垣根から女の子と一緒にわんちゃんが顔を覗かせようとぴったりくっつい
ている姿に仲良しさが伝わってきます。また、女の子とわんちゃんがセンターから外
れることによって垣根が強調され、木特有の親しみやすさが感じられる写真です。

◉
最
優
秀
賞

『
か
く
れ
ん
ぼ
』　

多
和
裕
二 （
東
京
都
）

講
評
／
少
し
高
め
の
位
置
か
ら
様
子
を
う
か
が
う
兄
、
低
い
位
置
で
周

り
を
見
渡
す
弟
、
そ
れ
を
反
対
方
向
か
ら
見
守
る
父
の
関
係
性
が
大

き
な
木
の
遊
具
を
挟
ん
で
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

講評／ライチョウの住む湿地を護るためにプロの作業員が木道を敷設し
ている図ですが、バランスのとれた構図に遠方のガスが奥行を生み出
していて、引き込まれます。

◉
優
秀
賞

『
霧
中
作
業
』　

大
西
宏
徳
（
愛
知
県
）

講評／樹木のときはたくさんの枝葉をつけていましたが、これからは木杭として
ひたすら支えに徹します。それにしても鋭利な切削面の筋はどんな刃物によっ
たものか興味津津です。

◉
最
優
秀
賞

「
間
伐
で　

切
ら
れ
た
木
は　

杭
で
立
つ
」

『
間
伐
材
』　

古
口
公
司 （
東
京
都
）

講評／和菓子にもいろいろな種類があり時代によって文字や形が変化してゆく
のかなと感じられます。老舗の和菓子を一度食べてみたいものです。

◉
優
秀
賞

「
木
の
型
が　

和
菓
子
の
歴
史　

物
語
る
」

『
老
舗
の
店
先
』　

太
田
誠
二 （
新
潟
県
）

講評／癒し系の大名称である “パンダ”。毎日たくさんの人達に見られて疲れているの
かな。人も木に癒されるように、パンダも木に癒されるのでしょうね。後ろ姿がまた印
象的です。

◉
理
事
長
特
別
賞　
※
フ
ォ
ト
５・７・５
の
部
応
募
作
品

「
癒
し
系　
パ
ン
ダ
も
木
に
は　

癒
さ
れ
る
」

『
癒
し
系
』　

小
林
功 （
千
葉
県
） 

講評／空師はロープだけで木に登り、樹形や樹勢を整えるとか。そんな空師の卵を
思わせる子供達、それを見守る大人、ケヤキ、抜群です。

◉
館
長
特
別
賞　
※
一般
の
部
応
募
作
品

『
皆
で
冒
険
』　

永
木
宏 （
埼
玉
県
）

講評／写真を手にとったとき、思わず引き込まれてしまうだけの強さを、子供の表情は
持っていると思います。きっと、作者も同じような気持ちだったと思うのですが、あえ
て日の丸　構図にせず、子どもの顔を左側にづらすことで、画面に流れを作ってい
るところはとても好印象だと思います。

◉
特
別
審
査
員
賞　
※
一般
の
部
応
募
作
品

『
あ
あ
〜
い
い
湯
（
木
）
だ
な
ぁ
〜
』　

椿
原
元 （
兵
庫
県
）

◉
優
秀
賞

『
い
つ
も
の
散
歩
道
』　

平
田
晃
一 （
岡
山
県
）

講評／写真の中で “橋の位置” が大変すばらしく橋から水面と影のバランスも
良く表われています。犬は少し不安げに渡っているのかな？

第
４
回

「
木
と
合
板
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト

一般の部

５･７･５の部

建材の部

入
賞
作
品
の

ご
紹
介

回を重ねるごとに、「何となく撮影した」とか「記念写真の
中から使えそうなものを単に選んだ」いう印象のものでは
なく、明らかに狙いがあって撮影したものが増えてきたよう
に思います。これも、すこしづつですが、写真を通してのコ
ミュニケーションをとることの楽しさが根付いてきたからで
はないでしょうか。写真を撮る行為をとおして、木材や合板
とのふれあいや、その関係を再確認してもらえるとすばら
しいコンテストになるかと思います。

〈特別審査員〉　吉田繁氏（プロ巨樹カメラマン）

1958 年、東京生まれ。日本大学経済学部卒。広告・PR 誌・雑誌などのプロカメラマ
ンとして活躍するかたわら、1990 年頃から巨樹を中心に自然の写真を撮り続けている。
社団法人 日本写真家協会（JPS）会員。協同組合 日本写真家ユニオン（JPU）会員。
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「
木
を
使
お
う
」─
地
球
の
未

来
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
担

う
博
物
館
に

岡
野　

健

木
材
・
合
板
博
物
館
館
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授　

　

館
長
の
岡
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
5
周
年
を
迎
え
、

賛
助
会
員
の
皆
様
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
博
物
館
を

ご
利
用
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
心
か
ら
の
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
博
物
館
が
皆
さ
ん
に
広
く
何
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
ま
た
こ
れ

か
ら
も
「
木
を
使
お
う
」
と
い
う
一
語
に
尽
き
る

か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
日
々
肌
で
感
じ
る
地

球
の
気
候
変
動
、
危
機
に
脅
か
さ
れ
る
地
球
環
境

の
問
題
を
解
決
し
、
少
し
で
も
明
る
い
未
来
を
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
私
た
ち
す
べ
て

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。
そ
れ
が
出
来
る
の
は

樹
木
の
活
用
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
樹
木
を

植
え
る
ス
ペ
ー
ス
は
、
現
在
の
ス
ギ
の
人
工
林
を

活
用
し
、
そ
の
跡
地
に
植
え
て
い
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
数
年
前
か
ら
ス
ギ
科
と
い
う
学
術
名
称
は

な
く
な
り
ヒ
ノ
キ
科
と
な
り
ま
し
た
。
ヒ
ノ
キ
科

の
木
を
使
う
こ
と
で
気
候
変
動
に
歯
止
め
を
か
け

る
大
切
さ
を
、
博
物
館
は
訴
え
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

江
東
区
に
は
44
の
小
学
校
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
32

校
の
小
学
生
が
社
会
科
見
学
の
授
業
に
博
物
館
を
訪

れ
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
間
伐
や
人
工
林
の

話
を
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

　

来
館
者
は
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
木
材
に
関

連
す
る
仕
事
に
携
わ
る
方
々
が
川
上
は
森
林
組
合

の
方
か
ら
川
下
に
至
る
幅
広
い
方
々
が
来
館
し
て

下
さ
っ
て
い
ま
す
。
木
材
業
に
関
わ
る
新
入
社
員

の
方
に
「
あ
な
た
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
？
」

と
尋
ね
て
、「
木
材
」
と
答
え
る
方
は
数
え
る
ほ
ど

し
か
い
ま
せ
ん
。
木
材
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
こ
と
な
し
に
、
誇
り
を
持
っ

て
木
材
産
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
10
月
、
社
会
人
研
修
事
業
と
し
て
、「
ウ
ッ
ド

マ
ス
タ
ー
（
基
礎
）
講
習
会
」
を
全
5
日
間
の
日

程
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
75
人
の
研
修
生
の

方
が
ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー
（
基
礎
）
の
受
講
証
を
手

に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
当
博
物
館
の
基
本

事
業
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、「
日
本
の
合
板
誕
生
の
父
」
浅
野
吉
次

郎
氏
に
関
わ
る
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
に
ご
快
諾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
、
中
日
本
合
板
工
業
組
合
、
ま
た
ご
家

族
の
方
々
に
深
く
謝
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
学

習
の
場
に

江
東
区
立
川
南
小
学
校
長

實
川
貴
久
枝　

様

　

木
材
・
合
板
博
物
館
が
開
館
し
た
5
年
前
、
私

ど
も
の
校
長
会
に
説
明
に
お
見
え
い
た
だ
き
ま
し

て
、
そ
れ
以
来
の
お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
私

が
こ
の
博
物
館
を
気
に
入
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、

こ
の
一
帯
は
と
て
も
い
い
木
の
香
り
が
す
る
こ
と
、

博
物
館
の
係
り
の
方
の
説
明
が
と
て
も
上
手
な
こ

と
、
そ
し
て
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
お
土
産
が

つ
く
こ
と
（
笑
）
で
す
。
子
供
た
ち
は
こ
れ
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
や
二
酸
化
炭
素
の
話
や
、
森
林
を

ど
う
す
る
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
は
小
学
3
年
生
に

は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
説
明

が
と
て
も
い
い
せ
い
で
、「
先
生
、
二
酸
化
炭
素

が
増
え
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね
」
と
か
「
森
林

が
あ
る
こ
と
は
役
に
立
つ
ん
だ
よ
ね
」
な
ど
と
言

い
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は
喜
ん
で
帰
っ
て
き
ま
す
。

引
率
す
る
先
生
も
同
じ
気
持
ち
で
他
の
区
の
先
生

達
に
こ
こ
を
紹
介
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
を

込
め
て
、
楽
し
み
な
が
ら
育
て
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
素
晴
ら
し
い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

實川貴久枝校長に
ご挨拶をいただきました

挨拶する岡野健館長

これまで当博物館を利用していただいた教育関係者として、（写真右から）實川貴久枝　江東区立川南小学校長、小池洋　江東区立東雲小学校長、白井雅哲　学校法人小山学
園専門学校テクニカルカレッジ・インテリア科長の三氏に感謝状をお贈りしました

─
こ
の
5
年
間
を
通
じ
て
、
木
材
・
合
板
博
物

館
を
と
も
に
支
え
て
下
さ
っ
た
賛
助
会
員
の
皆
様

へ
の
感
謝
を
込
め
、
賛
助
会
員
の
代
表
と
し
て
ア

イ
プ
ラ
イ
株
式
会
社　

越
後
谷
博
代
表
取
締
役
に

感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
博
物
館
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
教
育
機

関
で
学
校
法
人
小
山
学
園
の
白
井
雅
哲　

専
門
学

校
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
・
イ
ン
テ
リ
ア
科
長
、

江
東
区
立
東
雲
小
学
校
の
小
池
洋
校
長
、
同
じ
く

江
東
区
立
川
南
小
学
校
の
實
川
貴
久
枝
校
長
の
お

三
方
に
感
謝
状
を
お
贈
り
し
、
實
川
校
長
に
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
周
年
を
、木
と
合
板
を
さ

ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
礎
に𠮷

田　

繁

特
定
非
営
利
活
動
法
人
木
材
合
板
博
物
館
理
事
長

　

本
日
は
忙
し
い
な
か
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご

列
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
か
ら
7
年
前
、
こ
の
新
木
場
タ
ワ
ー
ビ
ル
竣
工

を
期
に
、
こ
こ
に
「
合
板
」
の
博
物
館
を
つ
く
っ

て
み
た
ら
と
考
え
た
の
が
、
木
材
・
合
板
博
物
館

の
始
り
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
博
物
館

を
つ
く
っ
て
も
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
け
る
も
の
か
ど
う
か
、
誠
に
不
安
で
し
た
。

い
ざ
開
館
し
て
み
ま
す
と
、
毎
年
約
1
万
人
の
方

に
お
見
え
い
た
だ
き
、
5
年
目
の
現
在
、
す
で
に

5
万
人
近
い
方
に
来
館
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
一
重
に

皆
様
の
ご
支
援
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
、
日
頃
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

開
館
当
初
、
学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
課
外
授

業
に
お
使
い
い
た
だ
け
な
い
か
と
お
願
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
に
来
館
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
に
、
合
板
の
良
さ
、
木
材
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界

で
唯
一
つ
の
博
物
館
と
し
て
、
海
外
か
ら
も
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
館
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
設
立
を
担
っ
た
一
人
と
し
て
誠
に
嬉
し
い

限
り
で
す
。

　

名
古
屋
の
中
日
本
合
板
工
業
組
合
さ
ん
に
、
日

本
合
板
誕
生
の
父
、
浅
野
吉
次
郎
氏
の
貴
重
な
資

料
が
あ
る
と
お
聞
き
し
、
5
周
年
を
期
に
当
博
物

館
に
お
預
か
り
で
き
な
い
か
と
お
願
い
致
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
、
当
博
物
館
に

新
た
に
浅
野
吉
次
郎
氏
の
特
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

ま
た
今
年
10
月
木
材
業
界
の
新
人
を
対
象
に
木

材
知
識
の
普
及
を
め
ざ
し
「
ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー
（
基

礎
）
講
習
会
」
を
開
講
し
、
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
業
界
の
裾
野
を
広
め
、
こ
れ
か
ら
も
合

板
の
良
さ
を
伝
え
業
界
活
性
化
に
お
役
に
立
て
た

ら
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
か

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
御
礼
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

平成24年11月20日、開館５周年記念式典を行いました
賛助会員など約250名余が列席するなか、「合板の日」制定を発表

５周年を期に、博物館活動のさらなる発展へ

沼田林野庁長官ら来賓はじめ、故浅野吉次郎氏のご親族も加わり、クス玉を割って 5 周年を祝
しました

開館５周年記念式典

　本誌前号の速報でもお伝えしましたが、木材・合板博
物館は平成19年10月の開館オープンから5年目を迎え、
特定非営利活動法人の当博物館の活動を支えて下さった
方々への感謝を込め、賛助会員及び関係者の皆様、当博
物館をご利用いただいた方々を新木場タワー大ホールに
お招きし、開館5周年記念式典を挙行致しました。
　式典は、沼田正俊林野庁長官、津国保夫東京都農林水
産部長、吉条良明全国木材組合連合会会長はじめ、「日
本の合板誕生の父」故浅野吉次郎氏の子孫にあたる方々
にもご列席いただき、250名余の関係者が一堂に介する
盛会となりました。
　またこの日、木材・合板博物館（𠮷田繁理事長）と日
本合板工業組合連合会（井上篤博会長）は共に、11月3
日を「合板の日」と制定することを発表し、式典でその
お披露目を行いました。

主催者挨拶を行う𠮷田繁理事長
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和
や
か
な
競
り
の
風
景

　

会
場
に
着
く
と
、
も
う
競
り
が
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
銘
木
の
世
界
で
は
、
床
柱
や
天
井
板

な
ど
に
加
工
さ
れ
る
前
の
板
や
製
材
品
は
半
製

品
と
呼
ば
れ
ま
す
。半
製
品
の
競
り
は
屋
外
に
、

製
品
と
な
っ
た
銘
木
は
屋
内
に
種
類
に
応
じ
て

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
の
場
で
競
り
が
行
わ
れ

ま
す
。
赤
い
法は
っ
ぴ被

に
緑
の
帽
子
を
被
っ
た
セ
リ

子
さ
ん
の
掛
け
声
に
、
番
号
札
の
付
い
た
白
い

帽
子
の
買
い
手
が
応
じ
て
値
が
決
ま
り
、
銘
木

が
買
い
落
と
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
買
い
手
に
は

女
性
の
方
も
い
ま
す
。

　

屋
内
外
を
見
通
せ
る
入
り
口
に
、
臼
が
置
か

れ
餅
つ
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
つ
い
た

ば
か
り
の
お
餅
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
で
い
ま

す
。
組
合
の
方
が「
た
く
さ
ん
食
べ
て
っ
て
ね
。

あ
ん
こ
、き
な
粉
に
、納
豆
も
あ
る
し
、
野
沢
菜

も
お
い
し
い
よ
」。
外
か
ら
吹
き
込
む
冬
の
寒

気
も
、
湯
気
の
上
が
る
蒸
篭
釜
の
周
り
で
は
和

ら
い
で
、
み
ん
な
思
い
思
い
の
味
付
け
で
お
餅

を
ほ
お
ば
り
、
何
だ
か
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
す
。
事
務
所
2
階
の
大
広
間
の
昼

食
会
場
で
は
、山
菜
蕎
麦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

理
事
長
室
で
瀧
井
理
事
長
、
細
川
副
理
事
長

の
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

─
銘
木
と
言
え
ば
、
高
価
で
贅
沢
な
材
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
。

材
料
を
活
か
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
妙

　

銘
木
に
つ
い
て
の
観
点
が
、
昔
と
今
で
は
違

う
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
日
本
は
豊
か
な
木
材

に
恵
ま
れ
て
い
た
お
か
げ
で
、
木
材
の
美
し
さ

を
活
か
す
建
築
様
式
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
昔
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
に
ち
ょ
っ

と
い
い
材
を
使
っ
て
、
そ
の
妙
を
楽
し
む
と
い

う
の
が
銘
木
の
あ
り
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

部
屋
の
内
装
に
目
に
見
え
る
形
で
木
を
使
い
、

そ
れ
が
天
然
の
美
し
さ
を
も
っ
た
も
の
で
あ
れ

ば
銘
木
と
言
え
る
の
で
、
値
の
高
低
の
問
題
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
材
に
使
わ
れ
る
ス
ギ
で
も
大
分
の
日
田

ス
ギ
や
霧
島
ス
ギ
と
か
、
ヒ
ノ
キ
な
ら
尾
州
産

と
い
う
よ
う
に
各
地
に
い
い
木
材
は
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
あ
ち
こ
ち
に
べ
た
べ
た
沢
山
使
っ

て
、
そ
れ
が
い
い
デ
ザ
イ
ン
、
い
い
意
匠
か
と

い
え
ば
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
理

事
長
室
は
張
り
板
で
す
が
ス
ギ
の
中
目
、
上
の

大
広
間
は
天
然
カ
ラ
マ
ツ
の
大
面
取
り
の
合

板
、
事
務
所
に
は
ケ
ヤ
キ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
無
垢
材
に
し
た
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
加

工
を
施
し
て
も
、
今
の
強
い
冷
暖
房
環
境
の
中

で
は
全
部
割
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
の
住
宅

は
高
気
密
高
断
熱
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
、

空
調
で
中
と
外
の
空
気
を
遮
断
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
に
無
垢
の
木
材
を
使
う
と
き
ま
っ
て
割
れ

東京銘木協同組合
東京銘木市場

「木のまち　新木場」とその周辺エリ
アで気になる会社、企業、人物、スポッ
トを紹介する新木場漫歩のコーナー。
今回ご紹介するのは東京銘木協同組
合が運営する東京銘木市場です。東
京銘木市場は、新木場駅を降りて右
正面に見える千石橋を渡って右側にあ
ります。
東京銘木市場では毎月１度２日間、銘
木の競り市が行われています。年が明
けた１月23日、24日は新春特別市の
日、今年の初競りです。「餅つき大会
もやってます、ぜひおいで下さい」と
は協同組合専務理事の酒井彰さんの
お話。お餅も食べられると聞いて出か

けました。
迎えて下さったのは、東
京銘木協同組合の瀧井
洋一理事長、細川耕作
副理事長のお二人です。

右から瀧井洋一理事長、細川耕作副理事長のお二人

木
の
美
と
共
に
生
き
る
文
化
─
銘
木
市
場
を
め
ぐ
る
今
昔

新
旧
の
木
の
文
化
が
交
差
す
る
世
界

か
ら
も
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
学
習
の
場
を
続

け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

11
月
3
日
を「
合
板
の
日
」に

井
上
篤
博

日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
会
長

　

木
材
・
合
板
博
物
館
は
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
𠮷

田
繁
会
長
、
そ
し
て
私
の
父
で
あ
る
井
上
博
、
つ

ま
り
合
板
業
界
の
製
造
と
流
通
に
深
く
関
わ
る
こ

の
二
人
が
、
合
板
の
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
意
気

投
合
し
た
こ
と
か
ら
始
り
ま
し
た
。
2
年
ほ
ど
前
、

𠮷
田
会
長
か
ら
「
日
本
に
『
合
板
の
日
』
が
あ
っ

て
も
い
い
、
合
板
を
Ｐ
Ｒ
す
る
日
を
制
定
し
て
木

材
合
板
業
界
を
盛
り
立
て
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
」

と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
合
板
製

造
業
の
全
国
団
体
の
会
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す

関
係
で
、
何
と
か
お
力
に
な
れ
な
い
も
の
か
と
、

合
板
製
造
に
関
わ
る
古
い
文
献
を
紐
解
き
ま
し
た
。

　

故
浅
野
吉
次
郎
氏
が
名
古
屋
の
地
に
あ
っ
て
わ

が
国
独
自
で
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
を
開
発
し
、
こ
れ
を

貼
り
合
せ
合
板
製
造
に
初
め
て
成
功
し
た
の
が

１
９
０
７
年
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の

日
は
11
月
3
日
で
あ
る
と
、「
合
板
50
年
史
」「
合

板
75
年
史
」
の
記
述
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
𠮷
田

会
長
に
11
月
3
日
こ
そ
が
「
合
板
の
日
」
に
ふ
さ

わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
そ
れ
で
い
こ
う
」
と
い
う
ご
返
事
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
く
し
く
も
10
月
8
日
は
木
材
業
界
が
定

め
た
「
木
の
日
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
木
を
植

え
育
て
て
、
こ
れ
を
合
板
に
誕
生
さ
せ
た
日
が
約

1
ヵ
月
後
の
11
月
3
日
「
合
板
の
日
」
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
期
間
を
木
材
合
板
業
界
が
あ
げ
て
、

木
材
と
合
板
を
Ｐ
Ｒ
し
盛
り
上
げ
て
い
く
機
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
、
日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
が

合
板
誕
生
１
０
０
周
年
を
祝
し
、
そ
の
年
に
木
材
・

合
板
博
物
館
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
5
周
年
に

あ
た
る
今
日
、「
11
月
3
日　

合
板
の
日
」
制
定
を

高
ら
か
に
宣
言
し
ま
す
。
こ
こ
に
皆
様
へ
制
定
の

意
義
と
由
来
を
ご
報
告
し
、
今
後
の
篤
い
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

壇上に立つ、特定非営利活動法人木材・合板博物館の理事他の方々

写真左から、沼田正俊 林野庁長官、津国保夫 東京都農林水産部長、吉条良明 全国木材協同組合連合会会長より祝
辞をいただきました

アイプライ株式会社代表取締役社長　越後谷博氏に賛助
会員を代表していただき、感謝状を贈呈しました

浅野吉次郎氏の銅像の前で。左
から、井上篤博日合連会長、浅野
吉次郎氏のご親族の小谷利子
様、小林恒夫様、高田薫様）
中日本合板工業組合から寄贈さ
れ、新木場タワー敷地内南側に
設置された浅野吉次郎氏銅像

中日本合板工業組合、故浅野吉次郎氏のご親族の
ご好意で実現した博物館3階の浅野吉次郎氏の特
設展示コーナーの数々の遺品や資料

博物館の運営スタッフ紹介

事務所 2 階大広間に掲げられた歴代理事長の肖像

新木場 2 丁目、千石橋を渡っ
た先にある東京銘木市場。「新
春特別市」の朱色の看板
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挨拶される井上篤博会長
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ま
せ
ん
。

　

銘
木
屋
に
し
て
も
職
人
さ
ん
に
し
て
も
、
後

継
者
が
育
た
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
何
と
か

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
業
界
内
の
若
手
が
、
全
国
銘
木
青
年
連
合
会

（
銘
青
連
）と
い
う
も
の
を
組
織
し
て
、自
主
的

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
組
合
は
助
成
金
を
出

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
見
返
り
と
い
っ
て
は

な
ん
で
す
が
、業
界
の
Ｐ
Ｒ
に
そ
の
成
果
を
活

か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

銘
木
屋
の
使
命

─
伝
統
の
文
化
と
新
し
い
時
代
要
素
と
の
融
合

　

ひ
と
つ
反
省
が
あ
り
ま
す
。「
銘
木
は
貴
重

な
も
の
だ
、
高
価
で
い
い
も
の
だ
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
発
信
し
過
ぎ
て
き
た
の
か
な
、
と
。

そ
れ
で
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
か
な
、
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。

　

材
木
屋
さ
ん
の
扱
い
は
、
住
宅
一
軒
全
部
の

材
料
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
銘
木
屋
の
扱
い
は
、

玄
関
、
和
室
、
広ひ
ろ
え
ん縁

周
り
ぐ
ら
い
が
主
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
材
木
屋
さ
ん
を
通
し
て
銘
木
が

商
わ
れ
る
と
い
う
関
係
も
あ
り
ま
す
。

　

銘
木
屋
は
生
の
材
料
を
買
っ
て
、
自
分
の
と

こ
ろ
で
乾
か
し
て
可
愛
が
っ
て
可
愛
が
っ
て
一

人
前
の
商
品
に
す
る
と
い
う
商
い
で
す
。
２
〜

３
万
で
買
っ
た
も
の
が
10
年
寝
か
し
て
10
万
で

売
れ
る
か
、
割
れ
て
二
束
三
文
に
な
る
の
か
、

予
測
で
き
な
い
世
界
で
す
。
そ
の
材
料
は
時
と

所
を
得
て
初
め
て
使
え
る
。
そ
の
意
味
で
銘
木

屋
は
和
室
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、
木
を
熟
知
し
て

い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
べ
き
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

た
ま
た
ま
施
主
さ
ん
の
奥
様
が
た
ま
た
ま
趣

味
で
お
茶
を
な
さ
り
た
い
と
、
自
宅
の
和
室
ひ

と
つ
を
お
茶
室
の
よ
う
な
空
間
に
つ
く
り
た
い

と
お
考
え
に
な
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と

き
、
ど
こ
に
炉
を
切
り
、
入
り
口
を
作
り
、
床

の
間
を
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
か
、
誰
も
図
面
は
引

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
作
法
に
の
っ
と
っ
た
正

式
な
茶
室
と
い
っ
た
ら
、
た
ま
た
ま
趣
味
で
と

い
う
世
界
で
は
な
い
。
お
茶
は
釜
の
下
に
火
を

お
こ
し
て
湯
を
沸
か
し
ま
す
。
湯
を
沸
か
す
の

に
炭
を
使
う
か
、
電
熱
器
か
、
コ
ン
ロ
を
使
う

の
か
。
ど
れ
も
お
茶
の
楽
し
み
方
の
一
つ
で
誰

も
否
定
は
出
来
ま
せ
ん
。
僕
ら
は
そ
こ
に
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
こ
の
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
提
案
を
し
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
茶
道
の

先
生
か
ら
み
た
ら
そ
う
い
う
こ
と
も
お
教
え
し

な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
全
て
お
教
え
し
た
上
で
最
終
的
に
奥
様

の
好
み
で
判
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

無
垢
材
や
銘
木
が
、
今
は
家
具
に
使
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
見
る
と
、
し
ゃ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
で
上
手
な
加
工
だ
な
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
盗
ん
で
わ
が
も
の
に
す
る
こ
と

も
必
要
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
設
計
屋
さ

ん
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
に
、
木
の
良
さ
を
も
っ

と
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
、
そ
れ

を
説
得
で
き
な
い
の
は
私
た
ち
の
力
不
足
、
勉

強
不
足
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
京
銘
木
協
同
組
合
、
創
立
65
周
年

　

24
年
度
の
年
間
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
３

月
春
分
の
日
は
「
銘
木
感
謝
デ
ー
」、
組
合
創

立
65
周
年
記
念
優
良
銘
木
展
示
大
会
を
行
い
、

競
り
市
と
と
も
に
P
R
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
25
年
度
の
企
画
に
は
、
組
合
の
老
先

輩
た
ち
の
話
を
聞
く
夜
話
会
も
、
落
語
家
さ
ん

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
東
京
銘
青
会
の
諸
君
に
も
頑
張
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
ま
ず
は
少
し
で
も
地
場
の
人
た
ち
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
。江
東
区
の
広
報
部
、江

東
区
の
文
化
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
議
所
に
協
力

を
仰
い
で
い
ま
す
。

　

競
り
に
も
よ
う
や
く
若
い
人
が
顔
を
出
す
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
組
合
の
役
員
を

引
き
受
け
た
の
は
40
代
、
今
は
、
あ
の
頃
仰
ぎ

見
た
先
輩
た
ち
と
同
じ
年
で
す
。
僕
ら
に
言
え

る
こ
と
、
そ
れ
は
「
木
は
い
い
も
の
で
、
ご
自

分
の
暮
ら
し
の
中
に
木
を
使
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
の

た
め
に
な
ら
少
し
で
も
役
に
立
た
せ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
の

銘
木
屋
の
使
命
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

《
後
記
》

　

新
木
場
漫
歩
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で

も
銘
木
屋
さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

取
材
に
伺
う
た
び
に
、
銘
木
と
は
何
か
、
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は「
木
」に
つ
い
て
深
い
知
識
を

お
持
ち
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
木
の
活
か

し
方
」を
知
る
人
た
ち
な
の
だ
、
と
い
う
思

い
を
回
を
重
ね
る
ご
と
に
強
く
し
ま
す
。

　

今
回
は
東
京
銘
木
協
同
組
合
の
瀧
井
理
事

長
、
細
川
副
理
事
長
に
お
会
い
し
、
お
二
人

が
見
続
け
て
き
た
、
銘
木
を
め
ぐ
る
歴
史
の

移
り
変
わ
り
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
木
を
活
か
す
暮
ら
し
」は
次
代
に
受
け
継

ぎ
、
新
し
い
も
の
に
し
て
い
く
生
き
た
文
化

で
す
。
銘
木
市
場
の
今
年
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

に
は
博
物
館
か
ら
も
参
加
を
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ　

長
谷
川
麻
紀
）

東京銘木協同組合　URL：http://www.meiboku-ichiba.jp　E-mai：info@meiboku-ichiba.jp
〒136-0082　江東区新木場2丁目1番6号　TEL 03-3521-6262／FAX 03-3521-6260

て
し
ま
い
ま
す
。

　

昔
の
和
風
建
築
に
は
エ
ア
コ
ン
は
な
い
し
、

障
子
が
あ
り
広
縁
が
あ
り
雨
戸
が
あ
っ
て
と
い

う
ふ
う
に
障
子
、
襖
1
枚
で
遮
る
だ
け
の
空
間

な
の
で
内
外
の
温
度
差
も
湿
度
差
も
少
な
い
、

和
風
建
築
な
り
の
技
術
の
支
え
も
あ
っ
て
、
割

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
銘
木
を
使
う
環
境

が
昔
と
今
で
は
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。　

　

福
島
県
に
黒
柿
の
材
ば
か
り
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
て
建
て
ら
れ
た
庄
屋
さ
ん
の
古
建
築
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
部
材
を
み
れ
ば
こ
ん
な

す
ご
い
材
を
使
っ
て
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
全
体
的
に
考
え
て
、
そ
れ
が
す
ご
く

い
い
も
の
か
ど
う
か
は
、
別
の
こ
と
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。極
端
な
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

太
閤
秀
吉
が
造
っ
た
黄
金
の
茶
室
も
、
利
休
好

み
の
侘
び
を
追
求
し
た
簡
素
な
茶
室
も
、
ど
ち

ら
も
国
宝
級
の
価
値
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
感
性
は
両
極
端
で
す
。

　

木
材
の
使
い
方
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
妙

が
問
わ
れ
ま
す
。
一
般
の
木
材
な
の
か
、
ち
ょ

っ
と
グ
レ
ー
ド
が
上
の
い
い
材
料
な
の
か
、
そ

れ
を
ど
こ
に
使
う
の
か
。
い
く
ら
い
い
材
料
で

も
使
い
方
し
だ
い
で
、
施
主
さ
ん
の
感
性
、
好

み
に
よ
っ
て
そ
の
良
し
悪
し
も
自
ず
と
違
う
も

の
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
場
の
宮
崎
産
ス
ギ
で
1
0
0
年
か

ら
1
2
0
年
生
の
中
径
木
の
使
い
道
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
昔
み
た
い
に

幅
広
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
45
セ
ン
チ
の
無
垢

の
天
井
板
を
つ
く
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ス
ラ
イ

ス
突
き
板
加
工
の
天
井
板
に
す
る
の
か
。
ス
ギ

の
一
等
材
か
特
等
材
の
安
い
の
を
使
う
か
、
反

対
に
大
き
な
銘
木
級
の
も
の
を
使
う
の
か
…
。

使
う
用
途
に
困
っ
て
し
ま
う
。宮
崎
に
限
ら
ず
、

地
場
の
県
産
材
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
使
う
た

め
の
工
夫
は
も
っ
と
な
い
も
の
か
、
こ
う
い
う

使
い
方
で
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
国
産
の
針
葉
樹
で
さ
え
剥
い
て

針
葉
樹
合
板
を
作
ろ
う
と
か
。
無
垢
材
や
銘
木

を
使
い
き
る
た
め
の
技
術
開
発
、
使
用
用
途
の

開
発
が
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

住
宅
文
化
の
変
化
、木
材
の
使
わ
れ
方
の
変
化

　

銘
木
の
イ
メ
ー
ジ
が
偏
り
す
ぎ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
気
も
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
和
室
に
絨
毯
を
敷
い
て
和
風
の
応

接
セ
ッ
ト
を
置
い
て
、
と
い
う
の
な
ら
そ
れ
な

り
に
合
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
リ
ビ
ン

グ
と
い
う
の
は
、
キ
ッ
チ
ン
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、

リ
ビ
ン
グ
が
一
緒
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
、
大

き
な
ワ
ン
フ
ロ
ア
形
式
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
銘
木
を
ど
う
使
う
か
と
い
う
と

カ
ウ
ン
タ
ー
材
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
な
り

の
大
き
さ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
材
を
乾
燥
さ
せ
る
に

は
優
に
10
年
、
15
年
か
か
っ
て
し
ま
う
。
使
っ

た
は
い
い
け
ど
割
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
ク
レ

ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
の
銘
木
の
使
い
方

に
は
難
し
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
た
、
大

手
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
も
た
ら
す
情
報

が
、
一
般
の
方
に
強
く
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
現

実
で
す
。
例
え
ば
、「
テ
レ
ビ
で
見
た
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
さ
ん
の
玄
関
は
…
…
」
と
い
う
感
じ
で

お
客
さ
ま
は
イ
メ
ー
ジ
を
語
ら
れ
ま
す
。
そ
の

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
さ
ん
で
は
、
紙
の
凹
凸
の
付
い

た
木
目
模
様
を
印
刷
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
一

律
に
同
じ
柄
で
は
な
く
、
20
種
類
以
上
の
柄
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
全
部
レ
イ
ア
ウ
ト
を

変
え
て
床
材
に
貼
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
と
、
コ

ス
ト
は
安
く
つ
く
し
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
容
易
で

不
具
合
は
生
じ
に
く
い
。
こ
れ
が
無
垢
材
で
す

と
、
エ
ア
コ
ン
と
か
立
地
の
気
象
条
件
の
影
響

を
受
け
て
不
具
合
が
生
じ
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
。
無
垢
材
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
も
難
し
い
。
不

具
合
も
あ
っ
て
し
よ
う
が
な
い
か
な
ぁ
と
い
う

の
が
無
垢
材
の
本
来
の
姿
な
の
で
、
そ
れ
を
も

良
し
と
す
る
か
ど
う
か
は
施
主
さ
ん
し
だ
い
と

い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
竣
工
時
1
0
0
％
の
住

宅
が
3
年
後
も
1
0
0
％
の
住
宅
を
求
め
る
と

な
る
と
、
そ
の
あ
た
り
無
垢
材
に
は
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。
含
水
率
15
％
が
７
％
ま
で
に
な
る

に
は
４
年
か
ら
６
年
は
か
か
り
ま
す
し
。で
も
、

そ
れ
を
超
越
し
た
無
垢
の
良
さ
と
い
う
の
は
数

え
切
れ
な
い
く
ら
い
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
を

お
伝
え
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
。

─
昔
と
今
と
で
銘
木
屋
さ
ん
の
数
に
変
化
は

あ
り
ま
す
か
？

銘
木
は
、人
手
と
時
間
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
る
も
の

　

銘
木
組
合
の
加
盟
組
合
員
数
は
30
年
ほ
ど
前

は
2
6
0
数
社
、
今
は
そ
の
半
分
の
1
3
0
数

社
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
う
ち
、

競
り
に
来
て
直
接
見
て
、
買
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
は
そ
の
半
分
に
満
た
な
い
と
思
い
ま

す
。
か
つ
て
の
競
り
と
今
と
で
は
、
競
り
の
風

景
は
全
然
違
っ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
や
は

り
競
り
と
い
う
の
は
も
っ
と
活
気
が
欲
し
い
で

す
ね
。

　

銘
木
市
場
に
材
が
集
ま
る
仕
組
み
は
、
本
来

は
山
師
（
※
1
）
の
方
が
立
ち
木
を
買
っ
て
伐

り
、
そ
れ
が
土
場
（
※
2
）
と
呼
ば
れ
る
原
木

市
場
に
出
て
き
て
、
そ
れ
を
私
た
ち
が
買
っ
て

板
材
や
角
材
に
製
材
し
、
さ
ら
に
乾
か
し
て
見

栄
え
の
い
い
も
の
に
加
工
し
、
市
場
に
出
す
と

い
う
段
取
り
。
で
す
か
ら
少
な
く
と
も
3
年
か

ら
4
年
は
か
か
ら
な
い
こ
と
に
は
、
す
ぐ
売
れ

る
商
品
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
後
継
者
が
い
な
く

な
っ
て
在
庫
を
処
分
し
た
い
人
が
い
て
、
管
理

が
行
き
届
い
た
材
を
当
時
の
売
値
よ
り
安
く
手

に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
で

も
そ
れ
は
業
界
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
決
し
て
、

い
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
。
製
材
屋
さ
ん
や
加

工
屋
さ
ん
の
力
も
削
い
で
い
く
結
果
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
。
今
、
製
材
、
加
工
が
出
来

る
職
人
さ
ん
が
減
っ
て
い
ま
す
。
新
木
場
に
か

つ
て
40
数
社
あ
っ
た
製
材
会
社
も
、
今
稼
動
し

て
い
る
の
は
わ
ず
か
５
、６
社
で
す
。

　

少
な
い
な
が
ら
も
木
挽
き
の
職
人
さ
ん
が
な

ぜ
い
る
の
か
、
と
い
え
ば
、
太
い
材
を
み
て
ど

こ
を
ど
う
切
れ
ば
、
い
い
面
が
出
る
の
か
、
そ

う
い
う
判
断
は
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と

で
、プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
に
任
し
て
い
た
の
で
は
、

そ
う
は
い
か
な
い
か
ら
で
す
。
職
人
さ
ん
が
い

な
い
こ
と
に
は
、
銘
木
と
い
う
商
品
は
生
ま
れ

（※１）山師　（この場合は）山林の買付けや伐採を請け負う人。（大辞泉）
（※２）土場　木材の輸送や保管のために利用する木材の集積場所（『森林林業・木材辞典』J-FIC参照）

餅つき会場は和やかな雰囲気。「搗きたて
を食べてね」気のおけない言葉が交わされ
ます

◀▲　
赤い法被に緑のキャップがセリ子
さん、白いキャップが買い手さん。

▲　商品の種類ごとに、セリ子さんの掛け声で競りが始
まります。会場には女性もいます。
◀　銘木製品が並ぶ屋内会場。競りなので値札こそな
いが、びっくり高値の製品も。



第13回 全国中学生創造ものづくり教育フェア 開催
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検  索検  索木材合板 で

表紙：東京銘木市場の新春特別市競り風景。緑のキャップがセリ子さん（本誌「新木場漫歩」参照） 

　１月26日、27日の両日、第13回全国中学生ものづくり教育フェアが東京で開
催されました。この教育フェアでは、中学校技術・家庭科を軸とした「ものづく
り学習」の成果を、木工チャレンジコンテスト、「豊かな生活を創るアイデアバッグ」
コンクール、「あなたのためのおべんとう」コンクール、創造アイデアロボットコ
ンテスト、パソコン入力コンクールの６部門で、全国から集まった中学生たちが
競い合います。会場は新木場タワー、中央区立佃中学校、女子栄養大学の3箇所。
このうち木工、アイデアバッグの２部門が、新木場タワービルを会場にして行わ
れました。木工チャレンジコンテストでは、全国の各県各地区ブロックを勝ち抜
いてきた16人の中学生たちが、４時間に及ぶ熱い競技をぶつけ合いました。

【木工チャレンジコンテスト】【「豊かな生活を創るアイデアバッグ」コンクール】の２部門が新
木場タワーを会場に行われる!!全国から集まった中学生が「ものづくり」を競い合う２日間!

競技を終えて全員で記念写真 １階大ホールで行われた木工チャレンジコンテスト。16 人の中学生
が４時間の時間制限の中で自分で設計した木工作品を完成させる

18 階展望ホールで
行われた「豊かな生
活を創るアイデアバッ
グ」コンクール

第2回 ウッドマスター（基礎）講習会　受講生募集中
◉主催：特定非営利活動法人 木材合板博物館
◉ＵＲＬ：http://www.woodmuseum.jp/
◉ＴＥＬ03-3521-6600／ＦＡＸ03-3521-6602
◉Ｅ-mail：info@woodmuseum.jp
◉日時：平成25年4月16日（火）～20日（土）9：00～17：00
◉参加費：1名あたり　一般／100,000円　賛助会員／90,000円

木材業界に羽ばたく新人研修に！
木材業に関わる全般的知識、充実した体験実習で、力強い人材育成

第 2 回 
ウッドマスター

講習会を
開催します !!


